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図面
番号 分　　　　類 図　　　　　面　　　　　名　　　　　　称 摘　　要

図面
番号 分　　　類 図　　　　　面　　　　　名　　　　　　称 摘　　要

３０５管　材　料 Ａ 軽量鋼矢板土留設置工標準図

１０１ ３０６Ｂ 下水管渠の種類 Ａ 軽量鋼矢板土留設置工標準図　（軽量金属支保工）

１０２ ３０７Ｊ，Ｋ，Ｍ ヒューム管の種類 Ｍ 建込み簡易土留設置工標準図

１０３ ３０８Ｋ 硬質塩化ビニル管の種類 Ｃ 掘削幅設計基準

１０４ ３０９Ｎ 本管布設標準図 Ｐ 掘削幅設計基準　（汚水・雨水同時施行の場合（１））

３１０管　基　礎 Ｐ

２０１ ３１１Ｂ 管渠の基礎工設計基準 Ｊ，Ｋ，Ｍ 円形管総括

２０２ Ｉ 鉄筋コンクリート管・砂基礎工

２０３ ３１３Ａ 鉄筋コンクリート管まくら土台 Ｃ 軽量鋼矢板掘削幅算定表鉄筋コンクリート管　（自由支承）

２０４ ３１４Ｅ 鉄筋コンクリート管コンクリート　９０°固定基礎工 Ｐ

２０５ ３１５Ｅ Ｃ

２０６ ３１６Ｅ Ｃ 軽量鋼矢板掘削幅算定表硬質塩化ビニル管

２０７ ３１７Ｅ Ｐ

２０８ ３１８Ｉ 砂基礎工標準図 Ｃ 建込み簡易土留掘削幅算定表鉄筋コンクリート管　（自由支承）

３１９土工、土留工 Ｃ

３０１ ３２０Ｉ 土工定規図　（素掘） Ｃ 建込み簡易土留掘削幅算定表硬質塩化ビニル管

３０２ Ｉ 土工定規図　（矢板土留）

３０３ Ｂ 土留工の設計基準

３０４ Ａ 軽量金属支保設置標準図

鉄筋コンクリート管コンクリート１２０°固定基礎工

鉄筋コンクリート管コンクリート１８０°固定基礎工

鉄筋コンクリート管コンクリート３６０°固定基礎工

掘削幅設計基準　（汚水・雨水同時施行の場合（２））

軽量鋼矢板掘削幅算定表鉄筋コンクリート管　（自由支承）

軽量鋼矢板掘削幅算定表鉄筋コンクリート管　（固定支承）

軽量鋼矢板掘削幅算定表硬質塩化ビニル管

建込み簡易土留掘削幅算定表鉄筋コンクリート管　（固定支承）



図面
番号 分　　　　類 図　　　　　面　　　　　名　　　　　　称 摘　　要

図面
番号 分　　　類 図　　　　　面　　　　　名　　　　　　称 摘　　要

４２１

マンホール工

鋼板製内副管構造図・内副管工構造図

４０１

４２２

Ｂ マンホール設計基準　（１）

飛散防止板

４０２

４２３ インバート標準図、足掛金物設置位置図

４０３

４２４

M 内径６００ｍｍ組立マンホール標準図

足掛金物参考図

４０４

４２５

０号組立マンホール標準図

グランドマンホール構造詳細図Ｐ４０６

５０１

１号組立マンホール標準図

取付管・ます設計基準

４０７

５０２

２号組立マンホール標準図

取付管標準断面図

４０８

５０３

３号組立マンホール標準図

汚水取付管標準図

４０９

５０４

１号マンホール標準図

４１０

５０５

４１１

５０６ 雨水取付管標準図

４１２

５０７

４１３

５０８

３号マンホール材料表

雨水桝標準図４１５ ４号マンホール材料表

４１６ 小口径塩ビマンホール標準図　（直線部）

４１７ 小口径塩ビマンホール標準図　（合流部）

４１８

２号マンホール標準図

１号・２号マンホール底版配筋図

３号マンホール標準図

汚水取付管Ａタイプ材料表

汚水取付管Ｂタイプ材料表

雨水取付管Ａ・Ｂタイプ材料表

４０５

４１４

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

M

M

M

M

M

M

M

マンホール設計基準　（２）

馬蹄・楕円形組立マンホール標準図

４号マンホール標準図

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

取付管･ます

Ｂ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｍ

４１９ Ａ、Ｂ 副管工標準図

４２０ Ｂ 副管工詳細図

下水道用硬質塩化ビニル製小型マンホールK



図面
番号 分　　　　類 図　　　　　面　　　　　名　　　　　　称 摘　　要

図面
番号 分　　　類 図　　　　　面　　　　　名　　　　　　称 摘　　要

９０７

側　溝　等

P 公共桝設置　（塩ビドロップタイプφ２００　保護蓋無）

７０１

９０８

G PU１型U字溝布設図

７０２

９０９

蓋付PU1型U字溝布設図、コンクリート蓋工

公共桝設置　（塩ビ）

７０３

９１０

PU2型側溝　（歩道用）

公共桝設置　（塩ビドロップタイプφ１５０　保護蓋無）

７０４ PU3型側溝　（車道用）

７０６ 植樹桝、歩車道境界ブロック、千先境界ブロック工

保安設備

８０１ 保安設備設計基準

８０２ 標識・柵等の規格（１）

８０４

８０５

公共桝設置

９０１ P 敷地内取付管

９０３ 公共桝設置土工図　（コンクリートφ３５０，φ４００）

９０４ 公共桝設置　（コンクリート）

９０５ 公共桝設置　（塩ビ保護蓋無φ２００）

９０６

工事現場における標識標示施設等の設置基準図　（１）

７０５

９０２

G

G

G

G

G

P

P

P

P

P

L型側溝布設図

工事現場における標識標示施設等の設置基準図　（２）

公共桝設置　（コンクリートφ３５０，φ４００）

公共桝設置　（塩ビ保護蓋有φ２００）

P

P

P

公共桝設置　（塩ビドロップタイプφ２００　保護蓋有）

８０３ 標識・柵等の規格（２）

８０６ 工事現場における標識標示施設等の設置基準図　（３）

６０１ 市道舗装復旧工詳細図

６０３

舗装復旧

Ｐ

Ｈ 国県道舗装復旧工詳細図（その１）

６０４

Ｈ

６０５

Ｈ

Ｈ

国県道舗装復旧工詳細図（その２）

国県道舗装復旧工詳細図（その３）

国県道舗装復旧工詳細図（その４）

６０２



使用上の注意事項

１．　一般事項

　（１）　各分類毎に各図面の適用基準がまとめてあるので注意されたい。

分　　　　類

管　 材 　料

管   基   礎

土工、土留工

図面番号の付け方

１０１～

２０１～

３０１～

分　　　　類

マンホール工

取付管・ます

舗 装 復 旧

図面番号の付け方

４０１～

５０１～

６０１～

側   溝   等

保 安 設 備

公共桝設置

７０１～

８０１～

９０１～

　（２）　現場土質条件等により、本標準図によることが出来ない場合は別途

　　　　検討されたい。

２．　図　　面

　本標準設計は表に示すような各種構造物が集録されている。

３．　参考文献

　　　本構造図作成に当たり、下記団体などの図書を適用、準用又は参考とした。

　　　目次の摘要欄に下記の英字で表した。

Ａ：下水道用設計標準歩掛かり表－管路施設（開削）編－

Ｂ：下水道施設設計指針と解説（日本下水道協会）

Ｃ：下水道用設計積算要領－管路施設（開削）編－（日本下水道協会）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（国土交通省都市・地域整備局下水道部監修）

Ｄ：建設工事公衆災害防止対策要網の解説（土木工事編）

Ｅ：土木構造物標準設計（国土交通省）

Ｆ：積算基準及び歩掛り表（愛知県土木部）

Ｇ：道路構造基準（愛知県建設部）

Ｈ：道路管理事務の手引（愛知県建設部）

Ｉ：下水道事業の手引き（国土交通省都市･地域整備局下水道部下水道事業課監修）

Ｊ：日本工業規格

Ｋ：日本下水道協会規格

Ｌ：独立行政法人　都市再生機構

Ｍ：製品メーカーカタログ

Ｎ：その他

Ｏ：工事標準仕様書（愛知県土木部）

Ｐ：東海市基準

（国土交通省都市・地域整備局下水道部）


